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研究成果の概要（和文）：本研究では、多様な専門職教育の異なる実態や共通課題を、医師・医療者（看護師・理学療
法士など）養成、企業内教育、現場型行政官教育（海上保安官養成など）、教師・保育士養成、社会教育関連専門職（
学芸員・社会教育主事・図書館司書）養成、法律家養成、学術的研究者養成などを手がかりに、領域を超えて横断的に
探究する。多職種連携教育（InterProfessional Education）の実践交流モデルの開発・構築への取り組みとそれを踏
まえた異業種間比較研究からなり、先行研究の乏しい専門職教育と専門職性に関わる研究領域で、専門職性の包括的研
究への契機・可能性を得ることを目指した。

研究成果の概要（英文）：This pilot study intends to clarify the different feature of professional educatio
n in various field as well as the common problems and topics cross-sectionally shared among their educator
s. The fields covered here are medical doctors, nurses and other health professionals; in-service training
 of enterprise; field administrative officers; school and nursery teachers: personnel specialists in lifel
ong learning including adult educator, curator, and librarian; layers; academics and so on. The study cons
ists both of the development of the practical exchange model of InterProfessional Education (IPE) and of t
he InterProfessional comparative study based on it. As there are not so many previous works on professiona
l education and professionalism per se in the studies of lifelong education, this study tried to build up 
the common base of the research in the InterProfessional settings.  
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 従来、欧米の成人教育の成立経緯やその理
論や実践について著書や監訳書で明らかに
してきた（渡邊洋子『生涯学習時代の成人教
育学』（2002）、P.ジャーヴィス著・渡邊洋子
他監訳『生涯学習支援の理論と実践』（2011）
等）が、近年は特に、日英の医学教育を中心
とする専門職教育に（生涯）教育学専攻者が
果たす役割（萌芽研究「医学教育従事者の専
門職研修に関する成人教育的実践研究―教
育学専攻者を中心に」（H.19-21、研究代表
者：渡邊洋子））、および主に医療系で普及し
つつある InterProfessional Education（多
職種連携・異業種間教育）の可能性に注目し
てきた。 
 
２．研究の目的 
 現代日本の専門職教育の実践がどのよう
に企画・実施され、そこでの教育実践者（講
師、メンバー、研修担当者など）はどのよう
な課題に直面しているかを成人教育学的観
点から多面的・実践的に検討し、欧米を中心
に発達してきた成人教育が日本の専門職教
育・専門職者養成にいかなる貢献をなし得る
かを、専門職教育や InterProfessional な機
会を企画・運営する中で解明する。 
 
３．研究の方法 
 第一に、InterProfessional Education の
新たな展開があるイギリスで、専門職教育の
教育プログラムや実践の実地調査を行い、専
門職教育の実践における成人教育の役割を
考察する。第二に、国内で専門職教育の実践
に携わり、それを記録・相互評価し、専門職
教育に求められる教育的諸要素に関する実
践研究を行う。第三に、多領域の専門職者を
対象とする InterProfessional な学習機会
（定例研究会、インターネットサイト、ワー
クショップ等）を企画・運営し、そこでの学
びから、専門職教育の共通課題を抽出する。 
 
４．研究成果 
初年度には、京都大学IPE研究会として英国
フィールド調査、専門職教育に関わる実践へ
のアクションリサーチと参与観察、メンバー
用HPの立ち上げを行った。2011年8月には、賛
同するメンバーが東京IPE研究会を結成し、京
大IPEと適宜情報交換しつつ独自の活動を展
開した。2013年2月、京大IPE研究会を関西IPE
研究会に拡大・再編し、同3月にジャーヴィス
博士を迎えた第2回IPEセッションを開催した。
同研究会は以後、定例研究会と同時に、新た
なインターネットサイトで時間と空間を超え
たIPE情報ネットワークの実験的試行を繰り
返した。2014年3月8日には、京都大学総合博
物館の特別展示と連動するIPE公開ワークシ
ョップを開催し、多様な領域の専門職者が共
通テーマを異なる観点から話し合うIPE学習
モデルを提起した。また3年間の経験を、専門

職教育ハンドブックの試行版の編纂、学会発
表や論文執筆、最終報告書などの学術的成果
として発信した。同研究会活動は、今後も京
都大学教育学研究科教育実践コラボレーショ
ン・センターの事業の一環として行い、IPE
基盤型・領域横断型の専門職教育研修プログ
ラムの開発、専門職教育ハンドブックの改
訂・刊行作業などに携わる。 
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